
　明治時代に日本にやってきた鉄道は、 人々の暮らしに大きな変化をもたらすとともに、 日本各地のまちの

姿そのものを大きく変えてきました。 普段、 私たちが当たり前に利用している駅前の風景が出来上がる前、

そこには今とは異なるまちの姿がありました。

　今回の展示では、 「鉄道」 や 「駅」 という切り口を通して、 坂戸のまちなみや人々の暮らしの移り変わり

について探ってみたいと思います。鉄道がやってきたことで、まちの姿はどのように変わったのでしょう。また、

変わらなかったものは一体何でしょうか。

　展示を通して、 坂戸が持つ 「交通のまち」 としての性格について知ってもらうことで、 坂戸のまちのこれ

からを考えるきっかけとなれば幸いです。

鉄道が鉄道

坂戸市立歴史民俗資料館 令和 5 年度上半期企画展示

０． はじめに

展示解説リーフレット

図１　坂戸市をとりまく交通網　（国土地理院による地理院地図 HP より引用・加筆）　



　鉄道が登場するまで、 長らく人々の移動や荷物の輸送を支え続けてきたのは、 街道と河川でした。 鉄道

や自動車の普及に伴って、 河川交通は大きく衰退したものの、 街道の一部は国道や県道へと継承され、 現

代にもその道筋を残しています。

　坂戸市域を通過していた主な街道としては、 日
にっこうかいどうわきおうかん

光街道脇往還や川
か わ ご え こ だ ま お う か ん

越児玉往還があります。 八王子と日光

をつなぐ日光街道脇往還は、日光街道の枝道のひとつとして多くの人に利用されてきました。 中でも坂戸は、

江戸時代には八王子を出発した八
は ち お う じ せ ん に ん ど う し ん

王子千人同心※ 1 の最初の宿泊地となっており、 宿
しゅくえき

駅として重要な位置

を占めていたと考えられます。

　明治 35 年 （1902） に発行された 『埼玉県営業便覧』 によれば、 当時の坂戸の宿
しゅくどお

通り※２には、 旅館や

穀店などの商家、 大工や左官といった職人が 100 軒以上も軒を連ねていました。

また石井地区 ・ 塚越地区には、 川越と群馬方面をつなぐ川越児玉往還の宿駅がありました。 交差点や集

会所名に残る 「上宿」 「下宿」 といった地名はその名残です。 宿場を抜けて北に向かう街道は島田地区で

越
お っ ぺ が わ

辺川を渡り、 高
たかさかしゅく

坂宿へと至ります。 明治末期には川越―島田間で馬車が運行され、 島田橋のたもとには

馬車のターミナルがありましたが、 坂戸に鉄道が開通してしばらく後には廃止されました。

１． 鉄道前夜

※１八
はちおうじせんにんどうしん

王子千人同心　…八王子の治安維持や日光東照宮の警備を職務とした、武士の組織。
　　　　　　　　　　　元々は甲

か い

斐・武田氏の家臣団でしたが、後に江戸幕府に召し抱えられて制度化しました。
※２坂戸の宿

しゅくどお

通り　　…現在の日の出町・本町・仲町・元町を南北に貫く通り。
　　　　　　　　　　　南は坂戸神社から、北は坂戸小学校の辺りにかけて町場が広がっていました。

　牛や馬は、 今日では農場や動物園で見かけるのみとなりましたが、 鉄道や自動車が普及する以前の人々に

とっては、 はるかに身近な存在でした。 人や荷物を背に載せて運ぶことができるだけでなく、 田んぼの代かき

など力のいる農作業に役立つ牛や馬は、 家の財産であると同時に、 家族の一員として大切にされてきました。

　牛と馬の利用には地域差があり、 東日本では馬、 西日本では牛が主に利用されていたようです。 明治時代

頃の埼玉県は特に馬の利用が多かった地域ですが、 戦争によって馬が供出されると、 馬に替わって牛が盛ん

に利用されました。

牛馬がいる暮らし

　今日ではすっかり衰退してしまったものの、 強力な輸送力を持つ鉄道が登場するまで、 舟は重要な物流手

段のひとつでした。 埼玉県域では、 河川を利用した舟運が昭和初期頃まで盛んに行われ、 材木 ・ 酒 ・ 肥料

など多くの物資が東京方面へ運ばれました。

　坂戸に特徴的だったのは、 市内を流れる高
こ ま が わ

麗川 ・ 越
お っ ぺ が わ

辺川を利用した筏
いかだ

流しです。 高麗川上流にあたる飯
はんのう

能

周辺で生産された材木を筏に仕立て、 上吉田 ・ 東和田地区周辺を中継地として荒川下流域の東京まで運び

ました。 ２階常設展示室では、 坂戸の筏流しに関連する資料を展示しています。 ぜひご覧下さい。

川が支えた物流



２． 鉄道がやってきた
　大正５年 （1916）、 当時はまだ 「町」 だった坂戸に、 鉄道の駅が誕生しました。 東上鉄道 ・ 坂戸町駅の

開業です。

　現在、 坂戸市周辺には東武東上線の若葉駅 ・ 坂戸駅 ・ 北坂戸駅、 東
と う ぶ お ご せ せ ん

武越生線の西
に し お お や

大家駅 ・ 一本松駅

が存在し、 毎日多くの人が乗り降りしています。 しかし、 坂戸町駅の開業当時は、 坂戸町駅を出る列車は

1 日 8 便で、 駅前の印象も 「さみしい所」 だったようです。

　その一方で、 物流のターミナルとしては大きな役割を果たしていました。 現在の坂戸駅北口には、 沿線で

生産された農産物 ・ 砂利 ・ 材木などを運搬するための貨物積下ろし場があったほか、 駅前には鉄道での輸

送力を見込んで酒造会社の工場などが移転してきました。

　坂戸町駅に続いて市域に開業したのは、 現在の東武越生線の前身となった越生鉄道 ・ 高
こ ま が わ

麗川駅※１です。

開業した昭和７年 （1932） 当初は、 高麗川で採取された砂利の運搬を目的としたもので、 旅客運輸を開

始したのはその２年後のことでした。

　今日の 「東武東上線」 「東武越生線」 という呼び名は、 東上鉄道 ・ 越生鉄道がそれぞれ東武鉄道※２と

合併して生まれたものです。 時代の変化とともに、 輸送の中心は貨物から旅客へと変わっていきましたが、

昭和 61 年 （1986） までは貨物列車が沿線を走る様子が見られました。

※１高
こ ま が わ

麗川駅　…四
よ っ か い ち ば

日市場地区（現在の西
に し お お や

大家駅―川
かわかど

角駅間）に存在した駅。
　　　　　　　　後に森

も り ど

戸駅と名を変えましたが、現在では廃止されています。
※２東武鉄道　…根

ね づ か い ち ろ う

津嘉一郎が明治 30 年（1897）に創業。
　　　　　　　　当時は北千住―久

く き

喜間（現在の東武
とうぶいせきざきせん

伊勢崎線）で操業していたほか、他社との合併によって路線を広げていました。

　 東
と う ぶ お ご せ せ ん

武 越 生 線 ・ 一 本 松 駅 か ら

西
に し お お や

大家駅の間に広がる森
も り ど

戸地区

は、 坂戸と飯
はんのう

能を結ぶ道や、 川越

と越生を結ぶ道などが交差していた

ことから、 江戸時代には宿
しゅくえき

駅となっ

ていました。

　一本松駅の開業は、 越生鉄道

が旅客運輸を開始した昭和９年

（1935）、 西大家駅の開業はその

2 年後のことですが、 多くの民家が

建ち並ぶ様子は明治期に陸軍が作

成した 『迅
ぞ ん そ く そ く ず

速測図』 にも描かれて

おり、 鉄道の登場以前から栄えていた

ことが分かります。 森戸地区の景観は、 越生線沿線のなかでも越生と並ぶ古いまちなみであると言えます。

越生線と森戸宿

図 2　　『迅速測図』に描かれた森戸宿の様子と、現在の東武越生線
　　　　（農研機構農業環境研究部門による歴史的農業環境システム HP より引用・加筆）　



工場のある風景

　鉄道の開通をきっかけとして、 坂戸町駅前には久
きゅうぼし

星酒造や武州製糸の工場が立ち並びました。 特に、 久星

酒造の工場は駅前の大きな区画を占め、 駅の構内から専用の引き込み線が設けられていたほどの存在感で

した。

　久星酒造とは、 川越の銘
めいしゅ

酒 「鏡
かがみやま

山」 を生産していた鏡山酒造の母体となった酒造会社です。 坂戸町駅前

の工場は、元々宿通り付近にあった 「升
ます

屋」 という屋号の酒屋を吸収合併してできたものでした。 鉄道によっ

てもたらされた駅前の賑わいも、 実は従来の宿通りの発展に根差したものであることが分かります。

図 3
昭和 10 年代の坂戸町駅前

（坂戸市教育委員会 1996『坂戸市の

民俗三 坂戸宿の民俗』p.18 に加筆）



　次に坂戸のまちに大きな変化が現れたのは、 昭和 40 年代後半～ 50 年代のことです。 大規模な団地が

次々と市内に造営され、 人口は 10 年で倍以上に増加しました※ 1。

　中でも、 かつての日本住宅公団によって開発された北坂戸団地と若葉台団地は、 東武東上線沿線にお

ける開発計画の一部として造成された点に大きな特徴がありました。 団地の造営にともなって、 昭和 48 年

（1973） には東武東上線・北坂戸駅が、昭和 54 年 （1979） には若葉駅が開業しています。 東武東上線・

東
と う ぶ お ご せ せ ん

武越生線各駅の開業年代を見てみると、 坂戸市の近辺で戦後に開業したのはこの２駅のみで、 周辺地

域と比較して人口の変化が特に大きかったことが分かります。

　高度経済成長期 （昭和 30～40年代末） には、 戦後の住宅不足解消のために全国に団地が造営されま

したが、 それは人々の暮らしのスタイルそのものが大きく変わった時期でもありました。 「三
さんしゅ

種の神
じ ん ぎ

器」 ※ 2

をはじめとした様々な電化製品が暮らしに浸透し、 住宅には市民のあこがれであったガスを使ったキッチン

や内風呂が付きました。 ここでは、 新しい駅とともに坂戸にやってきた 「団地の時代」 を象徴する、 当時の

家電製品を紹介しています。

　またこの時期、 団地の造営や道路の整備に伴って、 大規模な発掘調査が市内各地で行われました。 新し

い坂戸のまちが出来上がる過程で、 まちの過去の様子が明らかになっていったのです。 このことは、 現在

の私たちの暮らしが、 過去の人々の活動の上に成り立っていることを象徴しているかのようです。

３． 団地ができたころ

※１坂戸の人口…坂戸市『統計坂戸 平成 20 年版』p.20 より。
　　　　　　　　団地造成前の昭和 45 年（1970）には 27,341 人だった人口が、市内の主要な団地が完成した昭和 55 年（1980）には、
　　　　　　　　約 2.8 倍となる 77,076 人に増加しています。
※２三

さんしゅ

種の神
じ ん ぎ

器…戦後、1950 年代に一般家庭に普及した家電製品（白黒テレビ・洗濯機・冷蔵庫）のセットを、古
こ じ き

事記などに登場
　　　　　　　　する「三種の神器」（鏡・剣・勾

まがたま

玉）になぞらえて呼んだものです。
　　　　　　　　その後、カラーテレビ・クーラー・車といった「新・三種の神器」も登場しました。

　東武東上線 ・ 若葉駅の目の前に広がる若葉台団地は、

昭和 48 年 （1973） から昭和 55 年 （1980） にかけ

て造営されました。 その過程で姿を現したのが、 坂戸市

と鶴ヶ島市にまたがる若葉台遺跡です。

　若葉台遺跡は、 奈良 ・ 平安時代を中心とする大規模な

集落遺跡で、 霊
れ い き

亀 2 年 （716） の高
こ ま ぐ ん

麗郡建郡に関係す

る集落とされるなど、 今もその性格について議論が続い

ています。 水場から離れた立地や、 糸を紡
つむ

ぐ道具である

紡
ぼうすいしゃ

錘車が多く出土していることなどから、 農業以外の生

業を中心とした集落であったとことは確かなようです。

発掘された若葉台遺跡

図 5　若葉台遺跡（市内）で現在までに行われた発掘調査地点

　　　　（国土地理院による地理院地図 HP より引用・加筆）　



図４　東武東上線・東武越生線　坂戸周辺各駅の開業年代



　駅からまっすぐに伸びる道沿いに、 集合住宅 ・ 教育施設 ・ 工場などが建ち並び、 賑わいを見せる若葉駅

周辺。 一体なぜ、 ここに駅や団地が作られたのでしょうか。 実は、 街区の形にそのヒントが隠されています。

かつて、 坂戸市千代田地区から鶴ヶ島市富士見地区 ・ 川越市竹野地区にかけては、 「陸軍航空士官学校 

坂戸飛行場」 が存在していました。 陸軍航空士官学校の分
ぶんきょうじょう

教場として昭和 16 年 （1941） に開かれ、 終

戦まで航空機の操縦 ・ 整備 ・ 通信などの専門教育を行っていました。 終戦直後に米軍が撮影した航空写

真には、 飛行場跡地の様子が鮮明に記録されています。

　終戦後、 飛行場の跡地は食糧増産のために農地として開拓されましたが、 敷地の有効活用を目指して土

地区画整理が行われ

ました。 坂戸市役所

付近から若葉駅周辺

にかけてまっすぐに伸

びる道路は、 飛行場

の区画の名残なので

す。 突然にように見

える開発も、 ていね

いにまちを観察してい

けば、 意外な背景が

あったことが見えてき

ます。

変貌をとげた坂戸飛行場跡地

　ここまで、 「鉄道」 や 「駅」 という切り口から坂戸のまちや人々の暮らしの変化について探ってきました。

鉄道や団地がやってきたことでまちの景観は大きく変わりましたが、 一方で 「鉄道の時代」 以前の街道沿

いの風景も引き継がれていったことが分かります。

　今日では、 車社会の到来 （モータリゼーション） によって、 鉄道にかわって自動車が人々の移動や物流

において大きな役割を果たすようになりました。 坂戸市域では、 平成 20 年 （2008） に首都圏中央連絡

自動車道 ・ 坂戸インターが、 平成 25 年 （2013） に関越自動車道 ・ 坂戸西スマートインターが開業して

います。 また、 かつて一面の田んぼから団地へと姿を変えた北坂戸エリアも、 北坂戸地区まちづくり推進

室によって 「北坂戸地区まち・くらし再生事業」 が計画されており、まちの姿はいま再び変化しつつあります。

　街道 ・ 鉄道 ・ 高速道路が交差する、 「交通のまち」 としての性格を持つ坂戸。 まちの姿は、 これからどの

ように変化していくのでしょうか。 まちの思い出を振り返りながら、まちのこれからに思いを馳せてみましょう。

４． 「交通のまち」 のこれから

図６　米軍が撮影した、昭和２２（１９４７）年頃の坂戸飛行場跡地の様子

　　　（国土地理院による地理院地図 HP より引用・加筆）　
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